
大学の世界展開力強化事業（平成26年度採択） 東北大学 取組概要 

【構想の名称】（選定年度26年度・主たる交流先（ ロシア ）） 
 日露間における新価値創造人材の育成 

 

 

【構想の概要】 

本学と関係が深いロシアの大学および科学アカデミーを交流組織として、①相互の異文化を理解する短期学生交流、②質
保証された単位取得を伴うプレ留学交流、③両国の高いレベルの共同研究を基盤とした大学院生の教育研究交流を実施す
る。さらに産学連携によりインターンシップを実施し、日露間の交流の礎であり、懸け橋となる素養を養う。単位を伴う②と③
の交流プログラムでは、日露双方の大学・機関から関係部局長、関連部局の教員等で組織する「大学間共同教育委員会（
仮称）」を設置し、共同教育の企画・運営と単位互換可能な質の保証を行い、ダブル・ディグリー及びジョイント・ディグリー授
与の検討を行う。これらの交流プログラム実施のため、これまで設置しているロシア代表事務所に加え、ウラジオストクに同
極東支部を設置し、派遣及び受入学生の支援を行う。さらに、③の教育交流拡大のため先端研究ジョイントセミナーを開催
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交流プログラムの概要】 

「グローバルな視点から日露両国間交流の意義と重要性を深く理解し、全球的観点で日露間の新たな価値を創造できる指
導的人材を育成する」という目標を達成するために、モスクワ大学、ノボシビルスク大学＋ロシア科学アカデミー（RAS）シベ
リア支部、極東連邦大学＋RAS極東支部を交流組織として、①相互の異文化を理解する短期学生交流（学部1・2年生）、②
質保証された単位取得を伴うプレ留学交流（学部3・4年生・博士前期課程学生）、③日露交流機関の高度な共同研究を基盤
とした教育研究交流（大学院生）の段階的学生交流プログラムを日露両国の学生を対象として双方向で実施する。 

 

【本構想で養成する人材像】 
グローバルな視点から日露両国間交流の意義と重要性を深く理解し、全球的観点で日露間の新たな価値を創造できる指導的人材。日露
間の教育・研究交流、文化交流、産業交流の懸け橋になれる人材。日露間の科学イノベーションを創出することができる高度な人材。 

 

【本構想の特徴】 
ヨーロッパ・ロシア地区、シベリア地区、極東地区の最高教育研究機関を対象とし、東北大学＋ロシアの大学＋科学アカデミーが一体と
なって学部から大学院に至る学生交流に取り組み、日露両国の特徴を生かした三位一体高等教育交流モデルを構築する。広大なロシア
国内に、地理的にもバランスのとれた3拠点を有するという、日本はもちろん世界にも稀なロシア教育研究拠点を形成する。 

 

【交流予定人数】 
 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 

学生の派遣 10 23 23 23 23 

学生の受入 10 27 27 27 27 

構想概要のポンチ絵 

１．構想の概要 

大学院での共同教育を目標にした段階的な学生教育交流モデル 

共修授業・共同セミナー 
共同研究・論文作成公表 

③大学院共同教育型学生交流プログラム 
【対象分野】 

エネルギー、資源科学、IT 

広い視野で研究能力を飛躍的に向上させる。 

産学連携インターンシップ 

②プレ留学型学生交流プログラム 
専門分野の講義を履修し、単位を取得。 

①異文化体験型学生交流プログラム 
日本を知る。ロシアを知る。 

日本側研究室 ロシア側研究室 

ジョイント 

ラボ 

日本人学生派遣 

日本人学生派遣 

日本人学生派遣 

ロシア人学生受入 

ロシア人学生受入 

ロシア人学生受入 



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組 

交流プログラムにおける学生のモビリティ  

■ 構想の実施に伴う大学の国際化の状況 

   情報の公開、成果の普及 

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 

■ 交流プログラムの実施状況 
 

 

 

H26 

計画 実績 

学生の派遣 10 10 

学生の受入 10 12 

■ 特記すべき事項等 

   〈共修授業の様子〉 

○ 日本人学生の派遣 

○ 外国人留学生の受入 

〈異文化体験型交流プログラム 

派遣プログラム修了証書授与〉 

２．取組内容の進捗状況（平成26年度） 

【構想の名称】（選定年度26年度・主たる交流先（ロシア）） 

異文化体験型交流プログラムとして、本学学部生10名を 

2月13日から2月20日までノボシビルスク大学に派遣した。 

異文化体験型交流プログラムとして、ノボシビルスク大学学部生 

10名を1月30日から2月6日まで受け入れた。また、プレ留学型学生プログラムとして、モスクワ大学の学部生 

1名を本学文系プログラムである IPLA (International Program in Liberal Arts)で、モスクワ大学の大学院生 

1名を自然科学系プログラムであるCOLABS(Cooperative Laboratory Study Program)で受け入れ中。 

日露間における新価値創造人材の育成 

本年度は相互理解を深めるための異文化体験型学生交流プログラムを 

新たに開発 ・ 実施するとともに、単位認定を伴う交換留学プログラムでも 

ロシア人学生の受入れを行った。 大学院レベルの共同教育プログラム構 

築については、先端的研究交流を基盤とした共同教育への発展を進める 

ため、本事業において交流推進分野と位置付けた複数の研究分野に関 

するロシア側連携大学等とのジョイントセミナーを実施した。 

また、共同教育プログラムの制度設計や質保証を行う共同教育委員会の 

設置を目指し、各研究分野において実行委員会設置の調整を図った。 

・成績管理、出口管理に関し、これまで実施してきた厳格なシステムを適用  

・異文化体験型交流プログラム参加学生に対する事前講習、事後講習の実施 

・大学間共同教育委員会(仮称)の設置調整 

 学生交流プログラムの企画承認、授業等単位互換の合意、共同研究を通した 

 共同教育の企画承認、共同教育コース認定と認証、学位論文の質保証など、 

 共同教育に関する事項に関する協議を行う。  

 【受入】 
 ・外国人留学生・研究者への情報提供及び受入れ・生活支援等を一元的・包括的に行う「国際交流サポートオフィス」の設置 

 ・短期留学に関しても特別訪問研修生として受入れ、大学図書館、学内ＬＡＮなど大学施設の利用環境を確保 

 【派遣】 
 ・派遣前：ロシア交流推進室、グローバルラーニングセンターにおける情報提供およびサポート 

 ・派遣中：海外事務所における情報提供、相談等サポート（現地スタッフの配置）  

・本事業での対象校であるモスクワ大学がロシア学長連盟の会長校であるため、モスクワ大学に本事業での取組を 

ロシアの他大学に波及させることを促すとともに、ロシア学長連盟に加盟している大学の学生を中心に本事業への 

参加を推進 

・ ロシア交流推進室のウェブサイトにおいて事業の成果を多言語で発信 

  

  

・異文化体験型学生交流プログラム参加学生に実施したアンケート調査によると、日露の学生ともに相手国に対す
る知見を広め、興味関心を深化させることができた。ＳＮＳ等による交流は帰国後も継続して行われている。 

日露ともに今回の短期留学を機に、より長期の留学プログラムへの参加を決める学生がいたことは本プログラム
の成果を裏付けるものである。   

【東北大学】 



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組 

交流プログラムにおける学生のモビリティ  

■ 構想の実施に伴う大学の国際化の状況 

   情報の公開、成果の普及 

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 

■ 交流プログラムの実施状況 
昨年度ノボシビルスクで実施した異文化体験型学生交流プログラムの派遣事業を 

本年度はモスクワ大学で実施した。受入事業では、サマープログラムの他に専門科目 

プログラム（工学、心理学）も開発・実施した。高度な共同研究をベースにした教育研究 

型交流では、出前講座、オンラインゼミ、院生の短期派遣による共同教育を実施した。 

日露の教員と学生が参加し、モスクワ、ノボシビルスク、ウラジオストク、仙台を会場と 

して開催された先端研究ジョイントセミナーは11回を数えた。モスクワ大学と共同開発
中であるジョイントリー・スーパーバイズド・ディグリーシステムは来年度に承認され、 

運用開始の見込みである。 

H27 

計画 実績 

学生の派遣 23 14 

学生の受入 27 26 

■ 特記すべき事項等 

〈共修授業：モスクワ大学にて〉 

○ 日本人学生の派遣 

 異文化体験型交流プログラムとして、本学学部生14名を3月9日～23日まで 

 モスクワ大学に派遣。 

 その他、資源科学分野のジョイントラボへ院生2名を短期派遣。 
 （試行派遣のため派遣実績としては計上せず） 

○ 外国人留学生の受入 

 異文化体験型交流プログラムとしてモスクワ大学から10名、ノボシビルスク大学から6名、極東連邦大学から5名を受入。 

 単位取得を伴うプレ留学型交流プログラムではモスクワ大学からIPLA（ International Program in Liberal Arts ）で3名、 COLABS 

 （Cooperative Laboratory Study Program）で1名、極東連邦大学から1名を学部理系英語プログラムのJYPE（Junior Year   Program 

   in English）で受入。その他、エネルギー工学分野ジョイントラボで院生7名を短期受入。（試行受入のため受入実績としては計上せず） 

〈 ロシア語研修の様子 〉 

3．取組内容の進捗状況（平成27年度） 

【構想の名称】（選定年度26年度・主たる交流先（ロシア）） 
日露間における新価値創造人材の育成 

 

・異文化体験交流プログラムの単位化 

 プログラムの更なる質向上のため、本学全学教育科目等規程の規定に基づき海外研修として 

 単位化するための調整。 

・大学間共同教育委員会の設置 

 学生交流プログラムの企画、授業等単位互換の合意、共同研究を通した共同教育の企画を 

 担う大学間共同教育委員会実行委員による ジョイントリー・スーパーバイズド・ディグリーの 

 システム開発等の実施。 

・国際交流サポートオフィスの設置 

 留学生への情報提供および受入・生活支援等を一元的・包括的に行う体制を確立。 

・東北大学ロシア代表事務所の整備 

 モスクワ大学内に設置済みの本学ロシア代表事務所拡充計画に関する、モスクワ大学との 

 協議。（サドーヴニチ学長名によるMOU締結済み） 

 ロシア代表事務所極東支部設置に関する、極東連邦大学との協議。（イヴァネツ学長了承済み） 

・ロシア学長連盟会長校であるモスクワ大学を介した広報活動 

 本事業での取組をロシアの他大学に波及させることを促すとともに、ロシア学長連盟に加盟している大学の学生を中心に本事業 

 への参加を検討。 

・東北大学ロシア交流推進室ウェブサイトにおける広報活動 

 本事業での取組および成果、プログラム参加学生の報告レポートなどを多言語（日・露・英）で発信。 

・共同研究をベースとした共同教育および先端研究ジョイントセミナーによる国際ネットワークの構築と拡大 

 ロシアの大学と科学研究所を巻き込んだアカデミーネットワークの形成。教員が取り組んでいる日露共同研究へ学生を積極的に 

 参加させることで、学生が早い段階から多国間の国際的アカデミーネットワークを構築できる環境および国際的な活動の場を提供。 

モスクワ大学との共同教育委員会実行委員で共同開発してきたジョイントリー・スーパーバイズド・ディグリーシステムは、心理学分
野が先行して次年度にも承認され、運用開始となる見込みである。また、極東連邦大学内に本学ロシア代表事務所極東支部を新規
設置する計画も、平成27年度までには同大学学長の承認が得られているため、次年度には開設となる見通しである。 

〈 工学系ラボツアー 〉 

【東北大学】 



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組 

交流プログラムにおける学生のモビリティ  

■ 構想の実施に伴う大学の国際化の状況 

   情報の公開、成果の普及 

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 

■ 交流プログラムの実施状況 段階的学生交流プログラムの全段階において、学生の派遣・受入を実施 

・第１段階交流である異文化体験型学生プログラムの派遣事業は、一昨年 

同様ノボシビルスク国立大学の協力のもと実施。 

・ジョイントリー・スーパーバイズド・ディグリープログラム（ＪＳＤ）に関する協定を 

モスクワ大学心理学部と本学文学研究科間で締結。 

・ジョイントラボにおける共同教育の実施。 

・ロシア３地域（モスクワ・ノボシビルスク・ウラジオストク）および本学における学
生参加型ジョイントセミナーの開催。 

H28 

計画 実績 

学生の派遣 23人 17人 

学生の受入 27人 26人 

■ 特記すべき事項等 

 

〈超短期派遣修了式：ノボシビルスク大学〉 

○ 日本人学生の派遣 

• 第１段階交流の異文化体験型交流プログラムにおいて学部生１５名をノボシビルスク国立大学に派遣。 

• 第２段階交流の単位取得を伴うプレ留学プログラムにおいて学部生学生１名をノボシビルスク国立大学に派遣。 

• 第３段階交流の大学院共同教育型交流プログラムで理学研究科修士学生１名をノボシビルスク国立大学に派遣。 

 
○ 外国人留学生の受入 

• 異文化体験型交流プログラムとしてモスクワ大学から１０名、ノボシビルスク大学から５ 名、 

極東連邦大学から１名を受入。 

• プレ留学型交流プログラムではモスクワ大学から文学部配属型プログラム（Siebold Program） 
およびIPLA（ International Program in Liberal Arts ）で合計６名受入、極東連邦大学から 

JYPE（Junior Year   Program in English）で1名受入。 

• 大学院共同教育型交流プログラムとして本学材料学分野ジョイントラボにノボシビルスク国立 

大学の大学院生を３名受入。 

〈ＪＳＤ協定締結：モスクワ大学 〉 

4．取組内容の進捗状況（平成28年度） 

【日露間における新価値創造人材の育成】（選定年度26年度・主たる交流先（ロシア）） 

【東北大学】 

・本年度より異文化体験型学生派遣プログラムの単位化を開始。 

・平成28年10月にモスクワ大学心理学部と本学文学研究科間で締結されたジョイントリー・スーパーバイズド・
ディグリープログラム（ＪＳＤ）に関する協定に基づき、当該プログラムでの修士学生受入（平成29年度）が決定。 

・ノボシビルスク大学・ロシア科学アカデミーシベリア支部地質学・鉱物学研究所・東北大学の三位一体型共同
教育の実施。 

・外部評価委員会を開催し、これまでの成果と今後の課題について議論。 

• 異文化体験型学生派遣プログラムの単位化 

東北大学全学教育科目等規程に則り、全学教育科目・展開科目・総合科学・カレントトピックス科目 

として修了者には２単位を付す体制を整えた。 

• ジョイントリー・スーパーバイズド・ディグリープログラムの承認 

モスクワ大学との協定締結により、対象学部と大学院生の共同教育を開始する体制を整えた。 

• 大学間共同教育委員会の設置 

ノボシビルスク国立大学地質学・地球物理学部と本学理学研究科の合意の下、共同教育型交流 

プログラムとして単位取得を伴う学生派遣を実施した。 

• 国際交流サポートオフィス、ユニバーシティー・ハウス、学生ボランティア等の組織・運営 

留学生への情報提供および受入・生活支援を一元的・包括的に行うサポートオフィス、日本人
学生との共同生活により日常から異文化交流、相互理解を培う環境を提供している。 

• ロシア交流推進室、在ロシア代表事務所の運営 

日本人の派遣学生が渡航前、渡航時、帰国後に相談可能な窓口として機能している。語学を
含め、ロシアに関する情報提供、危機管理講習なども実施している。 

 

 

 

• ホームページでの広報 

留学プログラムに関する情報や既に実施された交流の成果報告は、本学ホームページやロシア交流
推進室のホームページから多言語で発信している。 

• 連携大学のホームページでの広報 

留学プログラムの募集情報や既に実施された交流の成果報告は、連携するロシア側大学のホーム
ページで発信されている。 

• 異文化体験型交流プログラムの研修報告会 

本学学生、教員、学外者に向けた成果報告会を開催することでプログラムの意義と重要性を共有した。 

 

 

〈モスクワ大学心理学部短期留学 

修了式：文学研究科〉 

〈本学設置のジョイントラボでの 

学生指導：極東連邦大学と 〉 


